
− エネルギーレビュー − 2 0 1 8 - 1 13

ホンネで語り
減災ルネッサンスを実現

福
和
　
伸
夫

リ
ュ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

最
低
基
準
の
法
規
制
を
ギ
リ
ギ
リ

で
満
足
す
る
た
め
に
科
学
・
技
術

を
使
い
か
ね
な
い
。
過
去
の
災
害

で
、
少
し
の
無
駄
に
よ
っ
て
、
危

機
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
を
忘

れ
て
い
る
。

建
前
だ
け
の
社
会
は
、
大
き
な

課
題
か
ら
目
を
背
け
る
。
本
音
を

日
本
の
将
来
に
不
安
を
抱
い
て

い
る
人
は
多
い
。
多
大
な
債
務
、

人
口
減
少
、
頻
発
す
る
災
害
、
増

大
す
る
年
金
、
国
際
競
争
力
の
低

下
、
混
と
ん
と
す
る
国
際
情
勢
な

ど
、
気
が
か
り
な
点
が
多
い
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
を
真
正
面
か
ら
議

論
す
る
機
会
は
少
な
い
。
組
織
が

縦
割
り
化
し
、
組
織
内
で
解
決
で

き
る
範
囲
に
問
題
を
限
定

す
る
か
ら
だ
ろ
う
。
多
く

を
他
組
織
に
依
存
し
、
全

体
を
見
ず
に
組
織
内
の
問

題
の
み
を
考
え
て
い
る
。

筆
者
の
日
常
も
、
個
別
課

題
の
最
適
化
に
時
間
が
取

ら
れ
、
全
体
の
最
適
化
に

費
や
す
時
間
が
不
足
し
て

い
る
。
着
眼
大
局
着
手
小

局
の
態
度
が
大
切
だ
。

か
つ
て
は
、
組
織
を
超

え
た
議
論
を
非
公
式
に
し

て
い
た
。
夜
に
本
音
を
語
り
昼
間

は
建
前
で
語
っ
た
。
し
か
し
、
最

近
、
本
音
を
語
り
あ
う
機
会
が

減
っ
た
。
公
式
の
場
で
は
、
録
音
・

録
画
さ
れ
議
事
録
が
残
る
た
め
、

機
微
に
触
れ
る
発
言
が
し
に
く
い
。

過
度
な
競
争
社
会
で
は
、
コ
ス

ト
重
視
の
効
率
化
が
、
人
・
組
織
・

物
・
時
空
間
の
ゆ
と
り
を
削
る
。
バ

語
れ
る
社
会
を
取
り
戻
す

必
要
が
あ
る
。
本
音
は
信

頼
関
係
が
な
け
れ
ば
語
れ

な
い
。
信
頼
は
競
争
で
は

な
く
協
働
の
仲
間
意
識
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
地
元

愛
は
信
頼
関
係
を
築
く
一

つ
の
手
段
に
な
る
。

同
じ
船
に
乗
っ
て
い
る

と
思
え
ば
、
共
通
の
目
的

地
を
目
指
し
て
無
事
な
航

海
の
た
め
力
を
合
わ
せ
る
。

ま
さ
に
そ
ん
な
気
持
ち
を

持
っ
て
、
巨
大
災
害
・
南
海
ト
ラ
フ

地
震
か
ら
地
域
を
守
り
、
減
災
を

通
し
た
地
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
目

指
し
て
「
ホ
ン
ネ
の
会
」
を
地
元
で

始
め
た
。
各
地
で
、
明
る
く
・
楽
し

く
・
前
向
き
（
あ
・
た
・
ま
）
に
、
自

律
・
分
散
・
協
調
型
の
社
会
を
築
い

て
い
き
た
い
。（
名
古
屋
大
学
減
災

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）


